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レントグン線照射時間ト Lイムベヂン寸

破却トニ関ス yレ賓験的研究

其ー Lチフス1菌沈澱反慮ニ就テ

鳥取市伊藤病院（伊藤取博士〉

石谷九左衛門

Zur F eststellung der optimalen Rontgenbestrahlungs凶

zeit zwecks V ernichtung des lmpedins. 

I. Mitteilung : Versuchsergebnisse bei der Pracipitation 

beziiglich Typhusbazillen. 

Von 

Dr. K. Ishitani. 

(.¥us dem Ito-Hospital zu Totlori (Vorstand: Prof. I >r. Hajime Ito).) 

Durch scharfes Zentrifugieren einer r20 sti.indigen Bouillonkultur von Typhusbazillen 

erhielten wir ein makroskopisch klares natives乞entrifugat,die wir mit der Abkiirzung 

Nχbezeichnen. Diescs Nメ wurde<lurch Rontgenstrahlen 1, 3. 6, 10, I 5 un<l 20 
Stunden Jang unter foigenden Bcdingungen bcleuchtet (RZ). 

A) Coolige-Rontgenr心hre“U＇七
B) 75 KV (Das elektorische Potential der sekundaren Spu.le) 

CJ z ma (Der sekundare Strom) 
DJ 14 cm (Der Abstand zwiscben Focus und Antigen) 

Wir verglichen ceteris paribus die Pracipitationsreaktion bei Nχund Rχmitein-

ancier, und z11 ar volummetrisch mittels Pracipitometers. Ueber die Ergebnisse, der 

Versuche gibt die folgende Tabelle Aufschluss. 

lkstrahlungs- p j J ・ i Zunahme der Prozentualwert r呈Cp1tatmenge rac1p1latmengヒ yl aci it t 
der Priicipitat・ze1t l i RZ b i NZ ' p1 a mengc 

3ヒ ・ e ・ be1 RZ menge Lei RZ・］）

I Std. 6.05 ti.o 0.05 100.8 

3 ” 6.o 5・9 0 I 101.6 
6 7・05 6.2 0.85 113.6 

IO " 7・2 6.2 l.O 116.0 

15 ” 6・75 6.o 0.75 I12.4 

20 ” 6.75 6.o 0.75 112・4

I) Dabei wurc:le die P恥 ipit<ttmengemit Nχi111mer als loo gesetλl, 
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Daraus geht Folgendes hervor : 

J) Das Impedin wird, wie bereits von Sh. Uno nachgewiesen, auch durιh Rontgen-

bestrahlung inaktiviert. 

2) Die optimale Dauer der Bestrahlung zu diesem Zwecke envies sich als 10 

Stun den. 

3) Bei der Hinger als 10 Std. lortgesetzten Bestrahlung konnte eine leichtgradige 

Abschwachung der Antigenadditat nachgewiesen werden. (Autoreferat) 
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(A) レントゲン線照射｛際件 六結 論

一緒 ．言Z司言「

細菌性抗原中／しイムペデン寸ハ煮沸熱ニ依リテ破却セラJレ、 J tナラズ亦竺三土主三五泉

或ハ紫外線等ノ照射ニ依リテモ政却セラ Jレ、モノナ Jレペシト ハ烏潟教授ノ夙ニ述べ居ラレ

シ廃ナJレガ昨年宇野博士ハ黄色弱j褐欣球菌テ使用シテ白血球喰菌作用テ検シととよとと掠

ニLfムペチ‘ン1破却作用アjレコトテ立誼セラレタリ。（日本外科賓曲第6巻第4競）

レントグン紘ニ依リテL1ムペヂン1ノ破却セラ Jレ、コトハ疑ナキ所ナレド向丘三土三三二

線j照射時間ノ：如何ニヨリ Lイムベヂン1破却作用ニ費化アリヤ否ヤハ明ナラス・。煮沸熱ニ依

リテL-fムペヂン寸ラ破却スル揚合テ考フ Jレニ始メハ抗原性能働力利得碍セ ラJレ、コトナ シ

ニ時間ト共ニ「 fムベヂン寸ノ破却セラJレ・コト愈々多ク終ニソノ最高結ニ達シテ一定時間

持続シソノ後ハ抗原性能働力ガ犯サ）｝.， 、ニ王Jレ如キ経過 テトJレコトハ何レノ 細菌モ一政ナ

リ。レントゲン線照射エ依リ テ細菌性抗原中／」4ムペヂン「テ破去{lスルニ際シアモ同十五ナ、

ノレニアラスd ヤト思ハノレ。

余等ハ先ゾLチフス寸菌ノ沈澱反腔ニ依リテ此ノ開係テ｜潟明セント試Eタリ。以下漣プJレ

ガ如シ。

こ賓駿材料

(1）抗血清

北里研究所製腸宣言扶私血清（昭和5年8月11日製造，第70競）テ常ニ氷室ニ貯ヘテ使用 シ而

シテ貰験ハ昭和5年8月18日ヨリ同9月10日ノ間ニ行ヒタリ。

( 2）売疫元

en 生沈澱元
鳥取鯨衛生課細菌検査所所蔵ノ腸しチフスつ菌テ普通肉j－［－ニテ5日間（120時間）37度ノ騨卵
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器内ニ培養セ Jレモ〉ニ 0.5%ノ割ニ石炭酸テ加へ之テ1分間3000廻縛以上ノ電力遠心器ニカ

ナルコト 2時間一シテ肉眼的透明トナレル上海液テ注意深ク下ノ沈澱物ヨリ分離シ念ノタ

メ之ヨリ24時間／寒天斜商培養テ浩リ菌ノ護育陰性ナ Jレテ時メテ後無菌的ニ別記特製 Lア

ンプJレ寸ニ約0.7姥ヅツ密封シ氷室二貯へタリ。之生沈澱元ナリ，之ヨリ夏ニ充ノ 3穏ノ沈

澱元テ造レリ。

（ロ） レントゲン線照射沈澱元

生沈澱元Lアンプソレ」ノ；散10個テ探リ見lj記照射僚件ニ従ヒテ 1時間，、3時間， 6時間， 10時

間， 15時間及ピ20時間ノ6種ノ照射時間ノ異リタルモノテ浩リ 才j(前ニ貯ヘタリ。

（ハ） 揃氏44度加温沈澱元

本質験＝於ヲ Jレ X線）！（~射方法ニテハ被！m射勲ハ相等ノ 熱景テ受ク最高温度嬬氏44度ニ達

セリ故ニ X線！！賃射ニ依JレL1ムベヂン」破去p作用ニハX線本来ノ峨却作用ニ熱ニ依Jレ破却作

用ガ加ハル・ニアラスーヤト思ハJレ、ニ依リ生沈澱元ノ 1群ヨリ；fr温度ノ紛卵器内一ーテ X線照

射時間ト同様卸チ1時間， 3時間， 6時間， 10時間， 15時間，及ピ20時間加温シタルモノ ア造

リ氷室＝貯ヘタリ。

（ニ） 煮沸沈澱j亡

比較試験ニ供スルタメ生沈樹元ノ：J個テ1時間煮沸熱ニ投ジタル後氷室ニ貯ヘタリ。

特製Lアンアル1トハ無色2粍入リノ硝子製Lアンプル1 ーシテ一方－硝子墜ニヨリア吸牧サ

ルベキ X線量テ少ナカラシメ他方「沈澱元ノ液屠テ非薄ナヨシムルタメニ成Jレペク薄キ硝子

テ用ヒテ扇半ニ遁ラシメタ Jレモノナリ。

三賓験方法

（λ） レントゲン線照射線件

l. 装置 京都島津製作所製造ニューォーロヨ銑

2. 管球東京電気製U型クーリツヂ管球

3. 二次電膝 75Lキロボルト寸

4. 二次電流 :2,_ tリアンペア一寸

5. i慮過 w革過板テ用ヒズ。

ii. 管球焦黙沈澱元間距離 14糎

7. 1照射時間 1時間， 3時間， G時間， 10時間， 15時間及ピ20時間ノ叫重トセリ。

l'J.J：ノ照射僚i'I：ニテハLペノア1 硬度計ニテ I),5梶ノ使度テイプシLサ プロー，ノアレイ•；

Lテイ ント「Aハ被照射・物品！ノ；場所卸チ；熊黙ヨリ14糠ノ距離ニ於テ10分内外ニシテ Lテイ ン

ト「Bトナリ， Lテイ ント1λテ余等ノ硝子製LアンプJレ1ニ入レタル揚合ハ15分乃至17分ニシ

九テイント＇ Bニ費ス。
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(B) 沈澱反感検査Jケ法

滅菌セル烏潟教授ノ沈澱計2個テ取リ抗血清テ0,5詫宛注入シ其ノ上ニ 1ツエハ生沈澱元

テ，他ノモノニハ比較スペキ沈澱元テ0,5詫宛杭ギ帝Illキ耐子棒テ以テ沈i殿元ト抗血清ガ－Hi

ニ混合スJレニ王Jレ7 デ掻雑ゼテ後各滅菌護議栓テ施シ之テ蝿氏37度ノ瞬・卵梼ニ答Jレ、コト

15時間ニシテ取リ州シ夏ニ車Illキ減菌硝子棒テ以テ各沈澱管テ掻雑ゼタ Jレ後 2ツノ沈澱計テ

同時ニ 1分間3000廻紳ノ電力遠心器.＝.30分間カヲ然Jレ後LJレーペ寸テ以テ雨者沈澱子ノ j主目

アiiiH比較セリ。

問責験結果

第ー表 X線照射沈澱元＝依JI.-結果

( 1) X線照射沈澱元ニ血清テ加ヘタJレ揚合一括シテ第1表ニ示サレタリ n

右ニi康レパ 1時間ヨリ20時間ニ

照制的利組 Ii沈澱菅野｜時ii~ 至ルmt射沈澱子量ハ駒場合生
一一一一 一 沈澱子量ヨリ多ク而シテ始ハ照射り
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第二表城氏44度加温沈澱元ユヨノレ結果

｜ ｜ ｜ l生沈澱子量lり
44度加温IH度加温｜生沈澱子｜雨沈澱子111（）て掛叉 L
時 間｜沈澱子監｜泣 ｜量ノ差 ihii滋峨子量

一 時 6与 日。日 。 .100.0 

三時 日乃 G.5 （｝ 100.0 

プミ 日寺 G :; Ii.ii （｝ 100.0 

十時 G.4 G.3 • 0.1 10.1.九

。 1110.11 

二十時 i li.l' l G.o 0.2 IO:! o 

ア生ゼザリキn

時間ト共ニ漸失増量シテ10時間ニ

シテ最高ニ建シソノ差1.0百分率

ニシテ16.07示 シ15時間トナレパ

柏々減少シテソノ差0.75?1分率ニ

テ1:2.4トナリ20時間迄持続セリ。

（ロ） 捕氏44度加温沈澱完ニ血

ii!iテ加ヘタル揚合一括シア第2表

ニ示サレタリ。

加i寵沈澱元ニ依Jレ沈澱子景：ハ生ノ際ト

殆ド費化セズ。 f主力ニ10時間ノ揚合 0.1

及ピ 20時間ノ揚合0.2増：lt¥：セ Jレ／ tナリ

。
キ

（ハ1 刻m1貫験

X線！照射沈澱元並ピニ生沈澱元軍調ニ

テハ帥チ沈澱元ニ血清／代リー 0.5%

LカルボーJレ寸加生理的食瞳水テ加ヘタJレ

1；；；~ ハ第 3表ニ示サレタ Jレ如 ク何レモ沈澱



.!!11? 
刻弘第~ 九第函1聖科外本日18 

ソf他抗血病ノ tニ食臨水テ加へタ沈澱元単濁ノ；湯合第三表

Jレ場合及ピ肉汁培養基＝血清テ加へタ

！一一一ふ
照射沈澱元加食
堕水

照射時間

Jレ場合テ試iタJレガ何レモi尤澱ノ痕跡

テ認メタリ。
り叶。三時間

煮沸沈澱元ニ血清テ加へタ Jレ（ュ）
りり十時間

揚合

。fl 二十時間

結果ハ第4表ニ示サレタリ n

郎子沈制定テ 100度ニ 1時間煮沸スJレ

時ハ生ノ場合ヨリ 1.4百分率ニテ 21.乃増

市セリ。

煮沸沈澱元 ＝－~表ル結果

蛾吋李主沈澱！i~澱子摩守豊子l帝京~~
l煮沸沈澱子最

I 7.8 i li. ~· I 

第四表

120.0 

察考見所五12::.n Ii .. -. 8.0 2 

貨験結果テ見易カラ シムJレ空メ｜品，（j示 シ
121.5 1.4 6.5 7.9 平均

テ第 1t耐ヲ得タリ。

此の附ニ憐レパj照射時間1時間， 3時間ノ！？目ハ似 メ テ徐々ニ沈澱子 ~ii：~ クナリ シ ガ 6時間ニ

ハ~·： シク高クナリ 10時間ニハ尚ホI竹中： シテ最高ニ達セリ］ ！） 時間及ピ：i.O 時間ーハ減少シテ

仰寺問ノ時ヨリ少クナレJレカ自雨者ノ間ニ差ナカリキ。

lf'i I如ク10時間迄沈澱Y.::;:i:I 増加ス Jレハ抗原ハ障碍サJレ、コトナ クL'fムベヂン1ノtN~却

セラJレ、結果ニシテ15時間，20時間ニ沈澱子量ノ減少ス Jレハ終ニ抗／Jffモ！僚碍サ Jレ、ニ閃ス

0 
./  、、

$' 
/ 、、

4ト 、、
』

ι 

。

1、』

ι 
ノ ,; 

Jレモノナルペキコトハ抗原性物質テ煮沸スJレ揚合 トヨラ；へ合ハセテ疑 ナキモノ、如シ，賞際

煮i·ll；ノ揚合トととよてと線！！日射ノ i場合ト時間ノ x~

アルノ itニシテ ソノ沈澱子量ノ曲線ハ同様ノ形テ

圃第

トレリ。

本質験ニ於テ主~とと掠！！（（射 ノ場合ハ煮；；Jll ノ

揚合ト同級ノ＂＊＇f~過テト Jレモノ ナ ルコトハ明トナレ

ノ

J

J
ノ
ノ

ルガ10時間ノ最高ノi尤澱子量 ハ生沈椴r::,;:100 

ニ針スル 116エシテ同ジ材料ノ 1時間煮沸シタル

。

ι
鈍？
f
A
l
l
y

際ノ it&'.1r :,:: 12i.5ヨリ低キ結果テ示セリ。印チ
とと土互とffJ~！照射ノ揚合ノ：最高ハ煮·；111 ノ ；場合 ノ fi~

出iニ及川ずJレ結－果トナレリ。之とと土てン＊W！件l

ニアハ沈澱子量ガ最高ニ建スノレ主主ニ抗原ソノモノモl暗時サJレ、ニ閃スJレモノカ或ハ10昨間

.t＇・
ー－・・lit叫ぜ｝
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fJIH妥ニ沈i殿子量ノ向多キ時期アJレモノナ Jレカ後日ノ研究テ侠ツテ論ズペシ。

最後ニととよとと線 JLイムペチン＇N主却作用ハソノ！！（（射・音f）位ノ最高温度概氏44度ニ抗断
テ加温シテモソノiti殿了設が噌加セずJレ所ヨリシテ全クレ ントゲン線本＊ノ働キニ師スペ
キモノナリ内

論結
...... 
4，、

細菌性抗原ニレントゲン線テLザプロー． ／アレ1° J Lテイント寸Aガ16分内外ニシ
テBニ艶スソレ椋ナ強サニ！！｛｛射スル時始メ沈ilt1子量増加シテ10時間ニシテ最高ニ逮スJレモ1乃

時間20時間ニテハ減少シテ6時間ノ時ヨリ梢々少クナレリ。

‘〉 10時間迄沈澱子・；［＇（ I 増加スルハ抗原ハ障碍セラレスaニLfムペヂン1ノ破却セラル、

タメナ Jレベクソノ後沈iJi1子h：：ノ少クナ Jレハ抗原モ｜時碍サJレ、ニ主Jレニ悶Jレモノナ Jレベシ。

3. レントゲ、ン紘！！｛｛射最高沈澱子量ハ同一材料ノ最高煮沸沈澱子量ヨリモ少カリキ。

レントゲン線！照射ノ｜際沈澱子量カ戸最高ニ建スル迄ニ抗原モ幾分ヵ｜等時サJレ、ニ因ス Jレモノ

ナルヤ後日ノ研究テ要ス。

..J.. レントグンキfRノιfムベヂン1叫却作月jハ！！H射ノ際ニ生スル熱ニ聞係ナク全クヒ乙ト

ゲン秘本来ノ作用ナリ。


